
萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部

（
８
年
ぶ
り
７
回
目
）

花
園（
全
国
大
会
）へ
出
場

1
2月

2
7日
か
ら
、
大
阪
・
近
鉄
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
る
、
第
8
0

回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
へ
、
県
代
表
と
し
て
萩

工
業
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
出
場

し
ま
す
。

本
町
か
ら
は
、
３
名
の
選
手
が
花

園
へ
向
け
て
出
発
し
ま
す
。

出
場
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

（
注
）
○
内
の
数
字
は
背
番
号
で
す

大
田
　
雄
一
　（
２
年
　
沢
江
）

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ー
プ
囗
ッ
プ
③

山
近
　
哲
郎（
２
年
　
上
中
小
野
）

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ー
フ
ル
バ
ッ
ク
⑮

リ
ザ
ー
ブ
（
補
員
）

小
西
　
徹
宏
（
３
年
　
小
島
）

選
手
の
方
へ
、
盛
大
な
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
１
回
戦
は
、
日
川
高
校
（
山
梨

県
）
で
、
2
8日
1
2時
3
0分
　
第
３

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
試
合
開
始
で
す
。

山
近
哲
郎
君

大
田
雄
一
君

小西徹宏君

平成１３年度むつみ大会開催のお知らせ
恒 例 の む つ み 大 会 を 下 記 のと お り 開 催 い た し ま す 。 皆 様お 誘 い 合 わ せ の 上 、

ご参加下さいますようご案内いたします。

開 催 目 的　50 代以 上 の女 性 が一 堂 に 集 ま り、 お 互 い の 生 きざ ま や 考 え 方 を 交

換し 合い､ 親睦 を 深 め､ 急 激 に変 化 す る 社 会 に 沿 っ た 生 き 方 を 学 ぶ 。

主　　 催　 む つ み 学 級 （ 公 民 館 婦 人 学 級 ）

期　　 日　 平 成13 年 ２ 月18 日（日）

会　　 場　 三 隅 町 老 人 福 祉 セ ン タ ー ・ 大 広 間 （ 湯 免 ）

日　　 程

9 : 20 ～9 : 30　 受 付

9 : 30 ～9 : 50　 開 会 行 事

10 :  00～10 :  15　 学 級 生 に よ る 意 見 発 表

10 :  15～10: 30　 軽 体 操( き ら ら 博 の イ ベ ン ト ソ ン グ で)

10 :  30～11: 50　 講 演

◆ 講 演　 ～ み ん な ち が っ て み ん な い い ～　 金 子 み す ｙの 世 界

◆ 講 師　 長 門 高 等 学 校　 嶋 田　靖 代　 先 生

12 :  00～13 :  30　 昼 食 ・ アト ラ ク シ ョ ン　13 :  30 ～13 :  35　 閉 会 行 事

13 :  40　 解 散

ま　　 費　 １ 人　1, 000 円( 昼 食 ・ 資 料 代)

申　　 込　 ２ 月 ５ 日( 月)ま で に 各 支 部 む つ み 役 員 さ ん に お 申 込 み く だ さ い 。

( アト ラ ク シ ョ ン に も ど うぞ ご 参 加 く だ さ い 。)

新

刊

図

書

紹

介

ト
レ
セ
ン
図
書
室
よ
り

〈
子
ど
も
向
〉

「
い
た
ず
ら
か
い
じ
ゅ
う
ト
ア
ト
ア
」

（
文
・
絵
）
ク
ラ
ウ
ス
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト

／
草
土
文
化

「
ち
い
さ
な
ロ
ッ
テ
」

（
作
）
デ
ィ
ッ
ク
＝
ブ
ル
ー
ナ／

講
談
社

「
ほ
ん
も
の
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

（
作
）
オ
ー
＝
ヘ
ン
リ
ー

（
訳
）
岸
田
今
日
子
　
　

／
偕
成
社

「
ぼ
く
の
お
に
い
ち
ゃ
ん
」

（
写
真
・
文
）
星
川
ひ
ろ
子

（
写
真
）
星
川
治
雄
　
　
／
小
学
館

〈
大
人
向
〉

「
裏
稼
業
」
上
・
下

（
著
）
ジ
ョ
ン
ー
グ
リ
シ
ャ
ム

／
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版

「
春
雷
」

（
著
）
伊
集
院
静
　
　
　

／
新
潮
社

「
生
き
て
ま
す
、
1
5歳
」

（
著
）
井
上
美
由
紀
　
／
ポ
プ
ラ
社

「
山
口
県
の
教
育
史
」

（
著
）
　小
川
國
治
・
小
川
亜
弥
子

／
思
文
閣
出
版

「
2
0世
紀
か
く
語
り
き
」

（
著
）
産
経
新
聞
取
材
班
／
産
経
新
聞
社

町
民
文
芸

俳
　
句

清
風
句
会

短
　
歌

（
順
不
同
）

三
隅
短
歌
会

⑬

粗
起
こ
し
さ
れ
し
畝
目
に
草
枯
れ
り

田
村
　
光
俊

二
仟
年
記
す
句
帳
も
年
の
暮

河
畑
ツ
ル
子

そ
こ
そ
こ
の
暮
し
も
楽
し
年
の
暮

し
ょ
う
ど
う

年
の
暮
気
許
り
あ
せ
り
忘
れ
事

山
城
テ
ル
子

ジ
ー
パ
ン
の
僧
も
せ
わ
し
げ
年
の
暮

大
谷
　
つ
ね

移
し
て
は
な
ら
ぬ
と
大
き
な
風
邪

マ
ス
ク
　
　
　
　
　

沖
村
美
智
子

枯
井
戸
に
輪
飾
す
ま
せ
夕
餉
取
る

高
崎
は
ま
子

峽
の
朝
島
か
ら
丘
へ
冬
の
虹

岩
本
さ
っ
き

亡
き
妾
の
風
邪
特
効
の
煎
じ
薬

し
ら
ず
し
ら
ず
　

仁
保
　
民
子

歳
末
や
不
知
不
識
の
急
ぎ
足

長
沼
　
巫
子

便
り
あ
り
そ
の
友
も
又
風
邪
を
ひ
く

松
田
　
妙
子

し
さ
を
秘
め
た
る
よ
う
に
冬
の
海

青
海
賀
代
子

風
邪
を
引
き
（
十
路
も
遠
く
九
十
坂

森
田
　
春
一

起
き
ざ
ま
に
の
ど
飴
ふ
く
む
風
邪

の
妻
　
　
　
　
　
　
　

冨
田
佳
津
美

何
の
夢
見
て
い
る
の
や
ら
穏
や
か
な

父
の
寝
顔
に
木
枯
し
の
音河

村
　
民
子

耳
痛
き
風
と
な
り
た
る
木
枯
ら
し
の

吹
く
浜
に
た
ち
白
波
を
追
う

正
　
　
　
道

す
が
れ
野
を
吹
く
木
枯
し
の
音
高
く

雀
の
群
は
山
へ
飛
び
ゆ
く松

野
美
津
子

入
院
の
夫
を
看
と
り
し
バ
ス
停
に
下

弦
の
月
仰
ぐ
霜
月
の
朝

山
中
　
敬
子

亡
き
夫
の
嫌
い
し
野
猫
に
餌
や
れ
ば

い
っ
し
か
馴
れ
て
吾
に
す
り
寄
る

古
屋
　
博
子

ぎ
ん
な
ん
を
ひ
ろ
い
て
お
れ
ば
こ
か

ら
し
に
葉
の
降
り
わ
れ
は
い
ち
ょ
う

の
だ
る
ま

臼
井
　
麻
子

木
枯
し
の
吹
き
て
ひ
と
き
は
人
目
ひ

く
眩
し
き
ほ
ど
に
ピ
ラ
カ
ン
サ
の
朱

岡
　
　
松
子

吾
子
の
船
何
処
の
港
に
泊
っ
る
ら
む

空
ゆ
す
り
吹
く
夜
の
木
枯
し

伊
藤
　
一
郎
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